
3 5 m m フィルムカメラの組み立て方と使い方 39Otona no Kagaku38

●使い方と注意をよく読んでから実験してください。
●安全のため、本誌にある使い方を必ず守ってください。
●使用中に破損、変形してしまった部品は使用しないでください。
●落としてショックを与えたり、水に濡らしたりしないでください。
●火気や熱源の近く、自動車のダッシュボードなどの高温になる場所や、
　湿気の多い場所に放置しないでください。
●レンズを通して太陽を絶対に見ないでください。目をいためるおそれがあります。
●内部に水や砂、ほこりなどが入らないよう注意してください。
●とがった部品の取り扱いには十分に注意してください。
●ネジなど小さな部品があります。誤って飲み込まないように注意してください。
●撮影するときは、人や自動車の往来、足元などの周りの環境に十分気をつけてください。
●キットを使用しないときは小さなお子さまの手の届かないところに保管してください。

注 意　組み立てる前に必ずお読みください。

■このキットに使われているプラスチックの材質 ■このキットに使われている金属の材質

ボディ・裏ぶた・裏ぶたスライド・暗箱・カウンターカバー・ハーフサイズアダプター・シャッターユニット（カバー）・
ファインダー・スプール・巻きもどし軸：ABS 
レンズ：PMMA／それ以外の部品：POM

バネ：ステンレス／ネジ類：鉄

※不用になったときには、各自治体の決まりに従って処分してください。

キットに使われているネジは、プラスチッ
クにみぞを刻みながら入っていくタイ
プ。ネジどめに使うドライバーは、JIS規
格のNo.1のドライバーが最適。ネジを
とめるときは、ドライバーをネジにしっか
り垂直に押し付けながら回す。基本は
押す力が7、回す力が3といわれる。

ドライバー（No.1）

押す 回す

7

7  ： 3

3

※キットの箱といっしょに入っています。色やデザインは好きなものを選んでください。

巻きもどし
（銀）

巻きもどし
（黒）

巻き上げ
（黒）

距離目盛

巻き上げ
（銀）

絞り フィルムカウンター
（銀）

フィルムカウンター
（黒）

ネジどめの注意

用意するもの

 DATA

 チャージレバー

 巻きもどしノブ

 バルブボタン

 巻き上げ目盛

 巻き上げノブ

 ファインダー

 レンズ枠 シャッターレバー

 絞りレバー

 レンズ

 三脚ネジ穴

 フィルムカウンター

入っているもの

ステッカー

・ プラスドライバー（No.1）

・ 35mmフィルム（選び方は44ページを見てください。）

三脚ナット

ハーフサイズ
アダプター

フィルム
カウンター

巻き上げ
目盛

暗箱 シャッターユニット

カウンターカバー

ボディ 裏ぶた

ファインダー

三脚ナット受け

なべネジ×9本
（1本予備）

皿ネジ×7本
（1本予備）

つば付きネジ×2本

・ 画面サイズ ：
   横36mm×縦24mm（フルサイズ）
   横18mm×縦24mm（ハーフサイズ）

・ シャッタースピード ： 約1/100秒、バルブ
・ レンズの焦点距離 ： f＝32mm
・ ピンホールの焦点距離 ： f=30mm

・ 開放時の明るさ ： F6.4
・ 絞ったときの明るさ ： F16
・ ピンホールの明るさ ： F100

・ 使用フィルム ：
   35mm／ISO400（推奨）ネガフィルム
   ※44ページで「フィルムの選び方」を紹介しています。

裏ぶた
スライド金属軸

レンズ枠バネ

カウンター爪 チャージ
レバー

シャッター
レバー逆転防止ロック カウンターギア レンズおさえ

レンズ
※青色の袋に
入っています。

巻きもどし
軸

巻きもどし
ノブ

巻きもどし
軸おさえ

絞り
レバー

スプール

スプール
ヘッド

スプール
ヘッドおさえ

スプール
軸受け

巻き上げ
ノブ 逆転防止ギア

構成・文：ことり社　イラスト：内村祐美　写真：前田保典（P45-50）

カチッと音がするまで押し下げると、
シャッターが切れるようになる。

すべての撮影が終わったら、
矢印の方向に回して、フィ
ルムを巻きもどす。

押したままシャッターを切ると、
長時間露光の撮影ができ
る。押すのをやめるとシャッ
ターが閉じる。
→くわしくは47ページ。

180度（半周）回転したときフルサイズ１枚分の
巻き上げ（ハーフサイズの場合は、90度回転し
たとき１枚分の巻き上げ）を行う。

１枚撮影するごとに、巻き上
げ目盛を見ながら矢印の方
向に回して、フィルムを１枚
分巻き上げる。

【使い方】
のぞくときはできるだけ
目を近づける。

【写る範囲】
フルサイズで撮影するときと、
ハーフサイズで撮影するとき
の写る範囲のちがい。

のぞいて、写る範囲や構図を確認できる。

回転させて、距離（ピント）を
合わせる。

距離目盛ステッカー。数字
はピントが合う距離を表す。
∞・Pは3m以上離れたもの
と、レンズピンホールのとき
に合わせる。

チャージレバーをセットするとシャッ
ターが切れる状態になる。軽く
押し下げると、シャッターが開き
（1/100秒）、撮影ができる。

明るさを３段階に変えられる。

プラスチックでできた１枚レンズ。

最初にS（スタート）にセットすると、何枚目を撮影しているか、目盛
と数字で確認できる。ハーフサイズの場合は、目盛と数字を2倍し
て読む。（たとえば、2のときフルなら2枚目、ハーフなら4枚目。）

→くわしくは45ページ。

F6.4 
開放 F16

F6.4・
F16・・

F100
ピンホール

フルサイズ

ハーフサイズ組み立て方と使い方
は動画でも見られます。

▶組み立て方動画 ▶使い方動画

F100
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カウンターを組み立てる シャッターユニットを組み立てる

ボディの穴に内側からカウンターギアを通して、
巻き上げ目盛を通す。1

フィルムカウンターに
ステッカーを貼る。

三脚ナット受けに三脚ナットを入れて、
ボディの下の部分に、内側からはめる。

4

4

カウンターギアの先にバネを通してから、
つば付きネジでとめる。2 シャッターユニットをなべネジでボディにとめる。2

ボディの突起にカウンター爪、フィルムカウンター、
カウンターカバーの順にはめて皿ネジでとめる。

暗箱をボディにはめて、
なべネジでとめる。

ボディの内側から
シャッターユニットを
はめる。

シャッターレバー、
チャージレバー、
絞りレバーを
ボディから出た
シャッターユニットの突起に
レバーの裏側の
突起の形を合わせて
皿ネジでとめる。

ボディの突起に、
逆転防止ロックを通して、
つば付きネジでとめる。

5

5

1

3

3

※ステッカーの
角度は気に
しなくてよい。

ステッカー
（フィルムカウンター用）

皿ネジ

皿ネジ

カウンターカバー 三脚ナット

三脚ナット受けを
奥まで差し込む。

つば付きネジ

つば付きネジ

バネ

【
上
か
ら
見
た
と
こ
ろ
】

逆転防止ロック

突起

ボディ
（裏側）

ボディ（裏側）

ボディ

ボディ

ボディ
（裏側）

巻き上げ目盛

カウンターギア

カウンターギア

シャッターユニット

シャッターユニット

指で押しつけながら、ネジをとめる。

フィルムカウンター

カウンター爪

皿ネジ なべネジなべネジ

暗箱 なべネジなべネジ

皿ネジ皿ネジ

皿ネジ

なべネジ なべネジ

解除

ロックロック

フィルムカウンター

【表側】

【裏側】

【表側】

【表側】

【裏側】

【裏側】

突起

突起

突起

ボディ（底面）

ボディ（裏側）

ボディ（裏側）

シャッターレバー チャージレバー

絞りレバー

暗箱をしっかり
はめ込んでから
ネジどめする。

※ステッカーの色やデザインは
好きな組み合わせを選んでください。

【上から見たところ】

フィルムカウンター

カウンター爪 巻き上げ目盛

巻き上げ目盛にカウンター爪をくっつけ
た状態で、フィルムカウンターをはめる。
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巻きもどしノブ ・ 巻き上げノブを組み立てる ふたを組み立てる

巻きもどし 巻き上げ

ボディに巻きもどし軸
おさえを差し込む。

ボディの穴に上から巻きもどし軸を通し、
その上に巻きもどしノブをはめる。なべネジでとめる。

距離目盛ステッカーの「１または　」の目盛線をレン
ズ枠の目印ライン（レンズ枠に刻印された「LENS」
の裏側あたり）に合わせてから、左右を貼る。

絞りレバーを真ん中にセットして、棒のところに
F16の赤い線がくるように絞りステッカーを貼る。

レンズ枠にレンズを置き、
その上から、レンズおさえをはめる。

レンズ枠を時計まわりに回しながら、
ボディの穴にねじ込む。

ボディの穴に内側からスプールヘッドを通し、
その先に逆転防止ギアを通してから
巻き上げノブをはめる。なべネジでとめる。

スプールの軸をスプール軸受けの穴に通し、外れないように指でおさえながら、
スプールヘッドにかぶせ、スプール軸受けをボディ下のすき間にななめから差し込む。

1

2

3

1 4

2

3

2

3

ボディにスプールヘッドお
さえを差し込む。1

※平らな方が上、切れ込みのある方を手前にする。
向きに注意して、奥まで差し込む。

幅が広い 幅がせまい

巻きもどし
軸おさえ

スプールヘッド
おさえ

ステッカー
（巻きもどし用）

ステッカー
（巻き上げ用）

巻きもどしノブ

巻き上げノブ

逆転防止ギア

ス
プ
ー
ル
ヘ
ッ
ド

お
さ
え

スプールヘッド

スプール

スプール

スプール軸受け
スプール軸受け

ス
プ
ー
ル
ヘ
ッ
ド

巻きもどし軸

なべネジ

なべネジ

外
れ
な
い
よ
う
に

先
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
、

強
く
押
し
込
む
。

巻
き
も
ど
し
ノ
ブ
は

上
下
に
動
く
。

ボディ（裏側） ボディ（裏側）

【巻きもどしノブの裏側】

【巻き上げノブの裏側】

【巻きもどし軸の上の部分】

出
っ
張
り

巻きもどしノブ（裏側）の出っ張りを、
巻きもどし軸のみぞにはめる。

逆転防止ギアと逆転防止ロックを
かみ合わせる。

※❶、❷の順にセットする。

※途中かたいところがあ
るが、裏ぶたスライドを上
から押して通す。

スプールヘッドの先と逆転防止ギアの
穴の形を合わせて通し、巻き上げノブ
の裏側の凹みの形を合わせてはめる。

み
ぞ

【上から見たところ】

逆転防止
ギア

逆転防止
ロック

❶

❷

ス
プ
ー
ル軸

ボディ側面の出っ張りに
裏ぶたスライドのみぞを
合わせて通す。

ファインダーを
ボディの上にあるシューに
奥まで差し込む。

ボディと
裏ぶたのつつ穴の
位置を合わせて、
金属軸を通す。

裏ぶたを閉じて
裏ぶたスライドを
下げると、
ロックできる。
解除するときは
裏ぶたスライドを
上げる。

2

5

1
金属軸

裏ぶたスライド

ボディ（裏側）

ボディ
（裏側）

絵の赤い部分に
貼る

目印の細い
ライン

つつ穴

裏ぶた

距離目盛ステッカー

裏ぶた裏ぶた

解除

ロック

レンズおさえ
（平らな方が上）

レンズ

穴

棒

レンズ枠

※向きは気にしない。※レンズの表面には、
指で触れないように
する。

※3段階の
真ん中に
セットする。

※
レ
ン
ズ
が
カ
タ
カ
タ
ゆ
れ
な
い
よ
う
に
、

　
ぐ
っ
と
押
し
込
む
。

レンズを組み立てる

ボディ

ボディ

シュー

絞りレバー

絞りレバー

ファインダー

絞り
ステッカー

※平らな方が上、切れ込みのある方を手前にする。
向きに注意して、奥まで差し込む。

※向きに注意。

※途中、外れ防止
のための突起があ
り、回転がきつくな
るが、力を入れて
奥まで回しきる。

※被せるときに
パーツの凹凸を
合わせる。

凹み

※裏ぶたとボディがうまく
つながらない場合は、裏
ぶたを閉じた状態で作業
するとよい。

裏ぶたスライド
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フィルムをセットする

フィルムの
選び方 市販の35mmフィルムを使用する。

・ ISO400
・ 24〜36枚
・ ネガフィルム

おすすめ

ハーフサイズで撮る場合

35mmフィルムを
指す

ISO感度
枚数

枚数

ISO感度

1本2,000円前後

最初が少し
出ている

ISOはフィルムの感度で、
例えば、100や400、800
などがある。数値が大きい
ほど、感度が高く、光量が
少なくても明るく写るが、
粒子が大きく荒目の写真
になる。現像の手間や露出
寛容度を考えるとISO400
のネガがおすすめ。

フルサイズで撮影するか、ハーフサイズで撮影するかを
決める。ハーフサイズで撮影する場合は、暗箱にハーフ
サイズアダプターをはめ込む。

絞りレバーを動かして、絞りを選ぶ。

レンズ枠を回して、被写体までのだいたいの距離に、
距離目盛とボディの印線を合わせる。

レンズ枠を回して、被写体までの距離
にセットすると、被写体にピントを合わ
せることができる。そのとき、絞りのF値
によってピントが合う範囲が変わる。

チャージレバーを
下げる。

フィルムを引き出して、先端をスプールの穴に差し込み、
フィルムの２～３番目の穴をつめに引っかける。

巻き上げノブを矢印の方向に２回転させて、
フィルムを巻き込む。

さらに巻き上げノブを回し、巻き上げ目盛を真上から
見たときに、印が横にくるようにする。

巻き上げノブを回して、巻き上げ目盛が
１周回ったところでとめる。

フィルムカウンターを回して、三角印のところに
S（スタート）をセットする。

裏ぶたを閉める。

逆転防止
ロックをする。1

1

2

3

3

4

7

8

9

5

6

【画面サイズのちがい】
暗
箱 ハ

ー
フ
サ
イ
ズ

ア
ダ
プ
タ
ー

巻
き
上
げ
ノ
ブ

※アダプターはパチンとはめる。
フルサイズは、アダプターを使わない。

フルサイズ

ハーフサイズ

巻きもどしノブ
を上に引き出し
て、フィルムを入
れ、巻きもどしノ
ブをもどす。

2
巻きもどしノブ

スプール

穴
つめ

巻き上げノブ チャージレバー

チャージレバー

絞りレバー

逆転防止ロック

スプロケットのつめ

※フィルムの穴にスプロケットのつめ
が引っかかっていることを確認する。

※すべて撮影が終わって、
フィルムを巻きもどすまで、裏
ぶたは開けない。途中、明る
いところで裏ぶたを開けると、
フィルムが感光して、写真が
白くなってしまう。

※48〜49ページの作例を参考にすると選びやすい。

※裏ぶたを閉める前に
感光してしまった部分の
フィルムを巻き取ること
で、感光していないフィ
ルムがセットされる。

ス
ラ
イ
ド
を
下
げ
て

ロ
ッ
ク
す
る

裏ぶた裏ぶた

巻き上げ目盛

巻き上げ目盛

印（切り欠きの部分）

三角印

撮影する

シャッター
レバー

F6.4
F16
F100

絞り F6.4
開放 F16 F100

ピンホール

穴の大きさ

光量

ピントの合う
範囲

広いせまい

距離目盛

【例】

ボディの印線

0.3〜2m ： ピントがちょうど合う距離。

∞（無限遠） ・P：
3mよりも離れていると
ころ（無限距離）と、レ
ンズピンホールで撮影
するときに合わせる。

ハーフサイズの場合
は、内側の４つの印
で囲まれた中に撮り
たいものを入れる。

ファインダーをのぞいて、
その中に撮りたいもの
を入れる。

4 フルサイズ

ハーフサイズ

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

 絞りとピントの関係

距離2mのとき

F6.4【開放】の
ときの

ピントの合う範囲

F16
少し暗いが、ピントの合う範囲が
広い。周辺はやや流れる。

F100【ピンホール】
やや甘いが、近くから遠くまで、
全体的にピントが合う。

＊写真はレンズピンホール

F16のときの
ピントの合う

範囲

F100【ピンホール】のときの
ピントの合う範囲

被写体
F6.4【開放】
明るく、中心部にピ
ントが合う。周辺が
強く流れる。

撮影例は48〜50ページを見よう！

巻き上げノブ

※フィルム内部の突起
に合うように、回しながら
奥まで押し込む。
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1枚撮影したら、巻き上げノブを回して、巻き上げ目盛
が半周（ハーフサイズの場合は、4分の1周）回ったとこ
ろでとめる。

巻き上げノブが回らなくなったら、フィルムの終わりな
ので、逆転防止ロックを外し、巻きもどしノブを矢印の
方向に回してフィルムを巻きもどす。

裏ぶたを開けて、巻きもどしノブを引き上げる。
フィルムを取り出す。

6

7

8

※巻き上げ目盛を回転させると、
上から見て「3時の位置」でカチッと音がする。

巻きもどしノブは、巻き上げノブと巻き
上げ目盛が動かなくなるまで回す。ノ
ブの動きが軽くなったら、巻きもどし
終了。念のため、あと５回、回しておく。

※図はレンズなしの場合

フィルムケースに入れて、
暗く涼しいところに保管し、
早めに現像に出す。

被写体からの光が、ピン
ホールの穴を通り、その先
に、上下左右が逆さになっ
た像を映し出す。

レンズで集められた被写体
からの光が、ピンホールの
穴で絞られ、その先に、上
下左右が逆さになった像
を映し出す。

巻き上げノブ

ネガフィルム

現像は
フィルム１本
1,000円くらい

ネガフィルムは、
色が
反転している

プリントは、
1枚60円〜140円
くらい

プリント
（紙焼き）

ハーフサイズで撮影したネガフィルム 1枚に2カット
2カットを

別々にプリント
巻きもどしノブ

巻きもどしノブ

絞りレバー（下げる）

チ
ャ
ー
ジ
レ
バ
ー

三
脚

シ
ャ
ッ
タ
ー
レ
バ
ー

バ
ル
ブ
ボ
タ
ンレ

ン
ズ
枠

フィルム

逆転防止ロック

フ
ィ
ル
ム
カ
ウ
ン
タ
ー

巻き上げ目盛1枚分
・ フルサイズ ： 2分の1回転
・ ハーフサイズ ： 4分の1回転

フィルムカウンター1枚分
・ フルサイズ ： 1枚で１目盛
・ ハーフサイズ ： 2枚で1目盛

フィルム
ケース

撮影するときに、カメラが動い
て、ブレてしまう場合は、三脚
に取り付けて固定するとブレ
をおさえることができる。

シャッターレバーを下
げて、撮影する。このと
き、カメラのボディを
しっかり持って、動か
さないようにする。

フィルムを現像する。

レンズなしの場合は、レンズ枠を半時
計まわりに回して取り外す。途中かた
いところがあるが、力を入れて回す。
レンズありの場合は、距離目盛を「∞・
P」に合わせる。

バルブボタンを押している間、
シャッターが開きっぱなしになる。

シャッターが閉じて、
撮影完了。

ネガフィルムから、プリントす
る写真を選び、希望の紙のサ
イズに合わせて、引き伸ばして
プリントしてもらう。

ハーフサイズで撮影した場合は、そのことを事前にお店に伝えて、
プリント方法を相談するとよい。

ネガフィルムから直接画像データにして、
スマートフォンにダウンロードできたり、
CD-ROMで受け取ったりするサービスもある。

フィルムをDPE店で現像（Development）、プリント（Printing）、
引き伸ばし（Enlargement）してもらう。

遠くと近くに一様にピントが合うやわらかい調子の写真になる。 レンズがあると焦点距離が変わり、少し寄った明瞭な写真になる。
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1

1
3

5

4

6
2

2

シ
ャ
ッ
タ
ー
レ
バ
ー

三
脚
ナ
ッ
ト市販の

三脚

現像

レンズの
なし・ありを選ぶ。

チャージレバーを
下げる。

シャッターレバーを
下げて撮影する。

バルブボタンを
押しながら…

バルブボタンを
はなす。

絞りレバーをF100
ピンホールにセットする。

プリント・引き伸ばし

L
89×127mm

KG
102×152mm

2L
127×178mm

紙のサイズの例

ハーフサイズのプリント例

ネガフィルムは保管しておき、
プリント・引き伸ばししたいと
きは、DPE店に持っていく。

スマートフォンで
ダウンロード

CD-ROMに書き込み

台の上

ピンホールを使って撮影する

ピンホール写真（バルブ1秒） ピンホール写真（バルブ1秒）

レンズなしとあり、２種類のピンホール写真が撮れる。

レンズ なし
レンズ あり

ピンホールでの撮影は、絞りが小さく、光を取り込む量が少ない。明るく撮るためには、バルブ機能を使って、露出時間を長くする必要がある。
バルブ機能は、シャッターを開きっぱなしにすることができ、好きなタイミングでシャッターを閉じることができる機能。

長時間露光するときは、撮
影中カメラを固定しましょう。
カメラが動いてしまうと、ブ
レた写真になる。三脚に固
定したり、台の上に置いて動
かさないようにしたりすると
ブレを防ぐことができる。

レンズ
ピンホール

ピンホール

 バルブ機能の使い方

 ブレを防ぐために

48〜50ページの作例を見よう！

露出時間の目安（レンズありピンホールの場合）

晴天　1/2秒 くもり　2秒
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撮影距離の目安

レンズ収差について
光量について

カメラと被写体の距離は距離目盛に合わせるのが基本。但し、F16はある程度被写界深度が深い（ピントの合う幅が広い）。
F100レンズピンホールは距離が近くても遠くてもピントが合う。下の作例を参考にしよう。

晴れとくもり、屋外と室内では明るさが異なる。
絞りとバルブ機能を上手に使うと、暗いところでも印象的な撮影をすることができる。キットのレンズは収差（ずれやゆがみ）が発生する。

収差のあらわれ方を知っておくと、効果的な写真を撮影することができる。

ピントの合う範囲

カメラと被写体の
距離（m）

ピントの合う範囲

ピントの合う範囲 ピントの合う範囲

∞（5）0.5 ∞（10）1 20.3 ∞

絞り F6.4

開放はピントの合う幅が狭いの
で、カメラと被写体の距離は距
離目盛の通りにするとよい。

絞り F16

被写界深度が深いので、被写
体との距離が前後にずれても
ある程度ピントが合う。

絞り F100

被写体との距離に関係なく、
一様にピントが合う。

画面の中心に一番ピントが合う。周辺は強く流れる。
ハーフにすると周辺の流れがカットされ、画質がよくなる。

周辺は流れるが、開放よりピントが合う範囲が広い。
ハーフにすると周辺の流れがカットされ、画質がよくなる。

画面全体に一様にピントが合うが、
やや甘い印象になる。（バルブ1/2秒）

レンズ ： ピンホール＋三脚

F6.4 開放 F16 F100 レンズ
ピンホール

フル フル フルハーフ ハーフ

ピントが合うところ ピントが合うところ

F6.4 開放

F16

F100 レンズ
ピンホール

晴れの日はF16がおすすめ。
開放F6.4でも写せる。

室内でも明るい窓際なら開放
で写せる。

シャッターでは開放にしても写
りにくいが、三脚を使用してバ
ルブを活用すればきれいに撮
れる。

シャッターでは写らない。三脚
を使用してバルブで撮ろう。止
まっているものははっきり写り、
動くものは光跡として写る。

×

×××

晴れ 明るい室内 夕方 夜

バルブ1/2秒

バルブ3秒 バルブ5秒

夕方
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写真表現の作例 フィルムカメラならではの作例を紹介。二重露光（フィルムを
巻かずにシャッターを2回切る）や長時間露光（バルブ撮影）を試してみよう。

動くものをスローシャッターで写す。

スローシャッター

フィルムを巻かずにシャッターを2回切ることでおもしろ写真ができる。

二重露光 ・ F16 ・ シャター2回 ・ 三脚使用

走る車のヘッドライトとテールライトの光跡が線として写る。

長時間露光 ・ F16 ・ バルブ30秒 ・ 三脚使用

手前から背景まで同じようにピントが合う。
わずか7センチのミニカーが本物のように見える。

ミニチュア ・ ピンホール ・ バルブ1/2秒 ・ 三脚使用

・ F16 ・ バルブ3秒 ・ 三脚使用 シャッター1/100秒

Q　フィルムが正しく巻き上げられているか心配です。
A　巻き上げのときに巻きもどしノブが回るかどうかを確認しましょう。*パトロー
ネの中のフィルムがゆるんでいる場合は回らないことがあります。巻きもどしノブを
矢印の方向に回してゆるみを取ってから確認すると良いでしょう。
Q　撮影が終わって巻きもどしをしたが、巻きもどしが完了しているか不安です。
A　巻きもどしノブを矢印の方向に回して、カチカチ音がする、巻き上げノブが回
るという場合はフィルム巻きもどしが完了していません。巻きもどしノブの回転が軽
くなり、巻き上げノブが回らなくなったことを確認してから裏ぶたを開けてください。
Q　フィルムを巻き上げたかどうか忘れてしまいました。
A　撮影したら巻き上げる、または撮影前に巻き上げるという手順を決めて撮影
しましょう。二重撮影を避けるためには、わからなくなってしまったときには、念の
ため１枚巻き上げてから撮影しましょう。

Q　シャッターで撮影したのにブレてしまった。
A　このカメラのシャッタースピードは約１/100秒ですが、カメラをしっかり構え
ていないとブレることがあります。両手でカメラを構え、脇をしめて、ゆっくりシャッ
ターレバーを操作しましょう。
Q　ファインダーをちゃんと見て合わせたのに構図がずれていました。
A　レンズとファインダーは位置が離れているので撮影距離が近いほどずれが生
じます。余裕をもって撮影距離をとりましょう。

Q　画面の片側の隅が黒くなってしまいます。
A　絞りレバーが正しい位置にない可能性があります。不安な場合はレンズ側か
らのぞいて、絞りが中心にあるか確認しましょう。
Q　レンズピンホールで撮影したら四隅が黒くなってしまいます。
A　レンズピンホールで撮影するときは撮影距離にかかわらずピント位置を∞・P
に合わせてください。近距離に合わせて撮ると周辺がケラレることがあります。
Q　レンズピンホールで撮影したら大きいゴミが写っています。
A　レンズピンホールはすべての距離にピントが合うのでレンズにゴミが付着して
いても写ってしまいます。撮影前によく確認しましょう。
Q　フィルムを入れた状態で裏ぶたを開けてしまいました。
A　撮影済みのコマは感光してしまった可能性がありますが、パトローネに入って
いる部分は大丈夫です。残り枚数があれば続けて撮影は可能です。
Q　フィルムを入れっぱなしで長期間放置しても大丈夫ですか。
A　カメラ内は遮光されていますが長い期間光にさらされると感光が進んでしまう
ことがあります。暗所に保管し、なるべく早めに撮り終えて現像しましょう。
Q　プリントしたが思ったような色に仕上がりません。
A　そんなときはネガを確認してみましょう。写っているものが濃すぎて確認できな
い、薄すぎてよくわからないような場合にも写真店でがんばってプリントしてくれま
すが、正しい色、正しいコントラストでは再現できない場合があります。濃すぎる場
合は露出オーバー、薄すぎる場合は露出アンダーです。経験値は次回の撮影に生
かし、適正露出になるように工夫してみてください。

*パトローネ：35mmフィルムが収納された金属製の遮光筒のこと。


